
 図書館では、楽しく文学を知り、文章に親しみ、学んでゆく文芸講座を開講します。 

文芸講座は、短歌２講義、エッセイ(自分史)４講義の計６講義により行われます。講師には、

網走歴史の会会長でもあり作家としても精力的に活動している菊地慶一さんをお招きします。 

講座は、希望の講座を選んでの参加も歓迎いたしておりますので、参加希望の方は、湧別図

書館までお気軽にご連絡ください。 

【日 程】 

 第１回  ５月２２日（土） １４時～１６時  短歌 

 第２回  ６月１９日（土） １４時～１６時  短歌 

 第３回  ７月２４日（土） １４時～１６時  エッセイ（自分史） 

 第４回  ８月２８日（土） １４時～１６時  エッセイ（自分史） 

 第５回  ９月２５日（土） １４時～１６時  エッセイ（自分史） 

 第６回  １０月１６日（土） １４時～１６時  エッセイ（自分史） 
 
【場 所】 

 湧別町図書館 視聴覚室 

【募集対象】 

 中学生以上 

 

【募集人数】 

 ２０名程度 

 

【お問い合わせ】 

 湧別図書館 

 TEL5-3122 FAX5-3256 

 ４月３０日（金）、平成２１年度「絵本くらぶ」の絵本回収を全て終え、お願いしていた

「アンケート」を読み感激！！その中の１枚をご紹介します。 

 図書館は、絵本をとおし親子が共に過ごす時間を持てていることを嬉しく思います。 

 約2年間にわたって配本していただきました。「記録」を見てみると、「こんな本が

あったなあ…」「この本、ねる前に毎日読んだなあ…」と、子どもの成長とともに、

いろんな事が思い出されて、とてもなつかしくなりました。 

 子どもが2歳ともなると、“自分のお気に入り”ができてきて、配本されると1日何

回も「読んで」とせがまれたことを思い出します。それだけ気に入った本なので、

“別れ”もつらいもの。「今日返すからね」と言ってきかせても状況がよくわからず

怒り出したことも…（笑）新しい本が来ると怒っていたことも忘れてしまうのです

が、それだけ愛着のわいた本は本屋さんで取り寄せて購入したことも。「なんでまた

来たの！？」と大喜びする顔が今でも思い出されます。 

 親の私はというと、子育てに追われてなかなか読む時間もなかったのですが、子ど

もと一緒に絵本を読む時間をもてたことが今では本当に良かったなあと思い、感謝の

きもちで一杯です。たくさんの本との“出会い”と“再会”をくりかえし、親子でと

ても貴重な体験をさせていただきました。ありがとうございました。 
 
                         （平成22年4月30日） 



       
       

       

       

       

       

       

 昨年のベストセラーの続編です。 

 天吾くんも青豆さんの背景も明ら

かになり、それまで脇役だった牛河

が探偵役となり話がどんどん進展し

ていきます。 

 発売日には長蛇の列が出来たとテレビのニュー

スで報道されました。２週間で８０万部が売れた

そうです。 

 今まで村上春樹の小説は難解であるとか、読み

づらいと敬遠していた新しい読者にも分かりやす

い作品になりました。 

 ノーベル賞に最も近い日本人作家の最新作は、

おすすめの一冊です。 

【新潮社】  

■中湧別図書館 

14:00～14:30 

■開盛保育所 
  9:55～10:20 
■開盛小学校 
10:25～10:55 
■富美小学校 
11:10～11:35 
■上湧別小学校 
12:50～13:15 
■ＴｏｎＤｅｎ 
15:00～15:30 
 

■中湧別保育所 
  9:45～10:10 
■みのり幼稚園 
10:15～10:40 
■上湧別保育所 
10:55～11:20 
■中湧別小学校 
12:45～13:15 

■祝日開館 ■祝日開館 

■児童センター 
  9:40～10:00 
■中湧別郵便局 
10:05～10:25 

  

■開盛保育所 
  9:55～10:20 
■開盛小学校 
10:25～10:55 
■富美小学校 
11:10～11:35 
■上湧別小学校 
12:50～13:15 
 

■中湧別保育所 
  9:45～10:10 
■みのり幼稚園 
10:15～10:40 
■上湧別保育所 
10:55～11:20 
■中湧別小学校 
12:45～13:15 
■上湧別中学校 
14:40～15:30 

  

  

 

■役場コミセン 
14:00～15:30 

■中湧別図書館 

14:00～14:30 

   

■なかよし 

 児童センター 

14:00～14:30 

■中湧別図書館 

14:00～14:30 

■中湧別図書館 

14:00～14:30 

 

 

 

■月曜日は、

祝日であって

も休館となり

ます。 

■４月の図書整理日 ■祝日開館 

村上 春樹／著 

４月１７日（土）、中湧別図書館の読み聞

かせ会に参加した子どもたちと「五月人形」

の飾り付けをしました。（下写真） 

 



       
       

       

       

       

       

■祝日開館 ■祝日開館 

■湧別小学校 
  9:50～10:40 
■湧別中学校 
12:30～13:05 

  

■上芭露郵便局 
10:00～11:10 
■計呂地郵便局 
12:40～14:10
■芭露児童館 
14:30～15:00 
■芭露畜産研修センター 
15:10～16:20 

  

  

■湧別小学校 
  9:50～10:40 
■湧別中学校 
12:30～13:05 
■高齢者生活福
祉センター 
13:10～13:40 

 

 

 

■児童センター 
10:00～12:00 

■湧別図書館 
14:00～ 

■芭露小学校 
10:00～10:40 
■芭露保育所 
10:50～11:20 
■湖陵中学校 
12:45～13:20 
■オホーツク園 
14:30～15:00 

■湧別図書館 
10:00～ 

 ■役場コミセン 
14:00～15:30 

■祝日開館 ■４月の図書整理日  

 

  

■芭露小学校 
10:00～10:40 
■芭露保育所 
10:50～11:20 
■湖陵中学校 
12:45～13:20 
■オホーツク園 
14:30～15:00 

■芭露小学校 
10:00～10:40 
■上芭露寿の家 
11:00～11:30 
■芭露寿の家 
13:00～13:30 

■月曜日は、

祝日であって

も休館となり

ます。 

■湧別図書館 
13:30～ 

 ４月、南兵村三区在住の片岡節子さんから

「チューリップ図鑑」の寄贈がありました。 

 町内で片岡さんは「チューリップおばさん」の

愛称で親しまれています。 

 チューリップ図鑑は、片岡さんが１０年以上撮

り続けた写真に独自に調査したチューリップ情報

を書きとめています。 

 「どうぶつ」のでてくる絵本を集めて

「どうぶつえん」をつくったら…。 

 
【期間】 ４月２３日（金）から 

     ５月３０日（日）まで 
 
【場所】 湧別図書館 



◆ 湧別町中湧別図書館 

〒099-6329 

紋別郡湧別町中湧別中町3020番地の1 

電話：01586-2-3150／FAX：01586-2-3190 

Ｅメール：lib-ｎ＠town.yubetsu.lg.jp 

◆ 湧別町湧別図書館 ◆ 

〒099-6404 

紋別郡湧別町栄町219番地の1 

電話：01586-5-3122／FAX：01586-５-3256 

Ｅメール：lib-ｙ＠town.yubetsu.lg.jp 

湧別図書館 

中湧別図書館 
(文化センターＴＯＭ内） 

(文化センターさざ波横） 
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■錦町開基百年記念史「百年の星霜」ほか多数 

 （中湧別南町 藤井 久美さん） 

■図書「愛蔵版日本のやきもの」ほか多数 

 （開盛 遠田 京子さん） 

■郷土誌「郷土誌『拓魂』Ｓ55～Ｈ20」 

 （南兵村一区 南兵村一区自治会） 

■図書「世界に広がれ！インスタントラーメン」 

 （東京都 株式会社学研パブリッシングＣＢ事業室） 

 
この他、多数ご寄贈がありました。 
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 江戸、四代将軍家綱の

時代。日本独自の太陰暦

を作り上げることが計画

される。その実行者とし

て選ばれた渋川春海。 

 日本文化と個の成長を

重厚に描いた時代小説。 

冲方 丁／著 

「天地明察」 

【角川書店】 

 合言葉は、押忍。 

 普通のオヤジが、ヘタ

レな大学の応援団長に社

命で出向！ヤバい学ラン

姿が限りなく愛しい。 

 爆笑、涙、熱い勇気が

はじけ翔ぶ、応援小説。 

重松 清／著 

「あすなろ三三七拍子」 

【毎日新聞社】 

 バレー部の「頼れるキャプ

テン」桐島が、突然部活をや

めた。それがきっかけで、田

舎の県立高校に通う５人の生

活に小さな波紋が…。  

 中高生はもちろん、大人の

方もあの頃の自分がまざまざ

とよみがえってきます。  

朝井 リョウ／著 

「桐島、部活やめるってよ」 

【集英社】 

 日本で唯一の大学総合

評価誌。 

 大学の教育、研究、入

試、就職など様々な分野

で８０を超えるランキン

グが掲載されています。 

森井 加奈子／編集ほか 

「大学ランキング 2011年版」 

【朝日新聞出版】 


